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               I.緒     言
 先に日本化學會第1年 會(昭22)に 蛮表 した第1報 に於て筆者等はSK 8～10の 温度範園に於
ける土荻紬 と石次紬 とに就て,そ の紬化範園を求 め,断 面を鏡検 して,爾 紬系 ともAI203:Si
O2=1:8の ライ ンを中心 とした部分が最 も安定した紬調を示す事 を報告 した.こ の結果 に基
いて,本 報ではこのライン附近の紬藥が,原 料の置換やアルカ リ及びアルカリ土類 の置換 によ
つて如何なる影響を蒙 るかを知 るために,第1報 の試瞼範團中の,陶 石一木荻一藁友(土友紬)
及び陶石一石友一珪石(石次紬)の部分を選び各種の置換試験を試みた ものである.
               豆.實 験 方 法
 實験の方法は凡て第1報 と同様であるか ら,こ こでは略記するに止 める.先 づ,供 試素地は
妬器質粘土と磁器用杯土の2種 を使用し,80G℃ に素焼後,約2粍 の厚みに施紬 した.粕 藥原
料には第1表 に示 した ものを用い,漁 式細磨 して指頭に感 じない程度の泥漿 とした.1叉,焼 成                                    ＼
には京都系の登窯を使用し,SK,8,9,10の 各温度に夫 ・t 1時 聞保ち,濾 内の雰凶氣は酸化,
中性,還 元に渡つて實験を行つた.猫 ほ,試 料の調製には各原料 を三角岡表の各頂黙に配置し
5%間 隔で調合を憂化させて同一條件の下で焼域 し,紬 藥 として適當な範囲のみを軸式に換算
して圖示 した.
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               皿・實 験 結 果 一
 ① 牟花嵐岩による陶石の置換
 竹原陶石 と三雲牛花嵩岩 とは化學組成に於ては殆 ど一致 しているが,鑛 物組威は前者が絹零
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母 十石英であるに反 し,後 者は長石十石英である.置 換試験の結果よりみれば,土 衣紬系に於
ては凡ての紬調に流つて開放1氣泡痕は減少し,光 ギ1鳳寧 ろ弱 く,調 子が軟 か くなつている.仙
眠 弊山調に關 して比較すると,透 明光澤融の範鋤 ま挾 くゐζり,そ れだけ溢 に斐透光澤紬の範幽
が擾が り,艶 消紬の部分3殆 ど攣1ヒしなかつた.石 次灘.系では透明光澤紬 の範園が遙かに廣 く
なり,総 禮に紬藥の熱成が進んで,安 定になつている.本 置換の結論 としては,爾 紬系 とも置
換により粕藥の熟成が進んだ ものと考えられ,鑛 物成分たる長石が絹雲母に比 し熔融濫度の低
い事に起因 していると思 われ る.結 果を第1圖 に示.した.      ・
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 ② 長石 に よる陶 石の置換
 この置換 の 口的 は,紬 藥 中のアルカ リ土類 の一部 をアルカ リで置換 す るにあ る.結 果 よ りみ
れば,土 次紬 系で は透明光澤紬 の範 園が廣 くなつて牛透明紬 の範 園を減 じてお り,石 友紬 系 に
於 ては透 明光澤 紬が孚透明勅の範困 を狭 め る一方 艶溝紬の範團 も増 大 して い る.猫 ほ,第2
圖 に示 す如 く,爾 紬系共 に紬 化 した範園,就 中透明光澤紬 の中心が1:8の ラインか ら外れて
A1203の 多い側 にすれ る傾 向 を示 した.
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 ③PaO, ZnO及 びMgOに ょるCaOの 一部 置換
 石友紬 に於 て,紬 式中のCaO分 子 の牛数 をBaO, ZriO及 び 、rgOで 置換 した.そ の結果
を総括 す る と,MgO系, Ct、O系, ZnO系, BaO系 の順序 に透 明度 と光 澤は増 し,熟 域温 度
は低 くなつ て行 く.即 ち,MgO系 が最 も熱成温度高 く失透 性で あ り, Bt'zO系 が最 も熔融 し易
く透明度大で光澤 も強い.こ の順序 は夫 々の原子番號 の順序 と全 く一致 す る もので ある.但 し
紬調 に關 しては,CaO系 が最 も安定 で調子 も軟 か く, MgO系 が之 に次 ぎ, ZnO系, BaO系
の順序 に調子 も硬 くな り,紬 調の憂 化 も激 しくなる傾 向を示 した,
              (昭 和24年2月28日 受 理)
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               I.緒     富
 第2報 に引績 き本根 では,土 荻紬系 と石友紬系 とを比較 す る一'手段 として,金 鵬酸 化物 を紬                                       ヒ
藥に添加 して,そ の色調の愛化を説察 した.添 加に用いた金属酸化物には,色 紬 として最 も一
般的に使用 される酸化鐵 と酸化銅を選び,酸1ヒ 鐵は紅柄の形で8%添 加 し酸化銅は粒歌酸化銅
を粉末にして5%を 紬藥に添加 した.猫 ほ實験方法は前報 と同様である.
               9・ 實7験 結 果
 ① 紅柄8%を 添加 した鐵粕の観察
 第3圖 に示 した様に,概 して雨系共に同様な紬調の範園を有 し,ア ルカ リの少い方か ら多い
方に向つて,褐 色粕→黒色紬→飴紬 と攣化して居 り,別 にSiO2に 富む部分にソバ紬(黄 褐色
艶溝紬)が 生 じた.猫 ほ土荻紬系の場合に,特 に顯着に禍色紬 と黒色紬 との中聞 に油滴斑 に傾
いた黒色圓斑の鮎在する褐色斑紋紬が現れ,黒 色紬 とソバ紬の漸移部分に劃 登色流紋を誉す る
黒褐色流紋紬 を生じたが,前 者は土次紬中の比較的套泡 し易い個虎 に相富 し,後 者は失透光澤
                       ズ
紬を生 じた部分に営るもので,斯 る紬調は石荻紬系には殆 ど見 られす土友紬系の紬調が攣 化に
富む事 を物語つている。
 ② 酸化銅5%添 加 の効果
 この實験の結果 も酸化鐵の場合 と同様であり,爾 紬系共,ア ルカ リの少い方から多い方へ順
譲暗緑色紬→青線 色紬→緑荻色結晶紬 と移行する傾向を示 した,更 に薯 二の場合に も,鍼 釆麟
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